






























































































































































































































































































































































































































































項目番号（内容） 第1因子 第II因子 共通性
1。人の名前を 0．194715 0．272331 0．112078
2。初対面の 0．358739 0．689113 0．603570
3。自制心が 0．582660 0．199088 0．379129
4。明朗快活 0．630608 0．559302 0．710485
5。任された仕事は 0．885096 0．144757 0．804349
6。新しいことを 0．779652 0．298055 0．696694
7。待たされても 0238898 0．053082 0．059890
8。人が話して 0．676836 0．329862 0．5669！5
9。自分が正しい 0．539531 0．467147 0．509321
10。余暇を 0．355900 0．376836 0．26867！
11。始業時間や 0．799418 0．151209 0．661933
12。ユーモアの 0．409801 0．491941 0．409943
13。最後まで 0．857671 0．223574 0．785584
14。失敗しても 0．648319 0．460660 0．632524
15。自分のことを 0．146697 一〇．263139 0．090762
16。少しぐらいの 0．054777 0．460682 0．215228
17。言われなくても 0．225041 0．157659 0．075500　　●
！8。秘密を 0．856777 0．240456 0．791886
19。冗談を 0．650021 0．456072 0．630529
20。他人の中に 0．291549 0．776412 0．687816
21。わからないこと 0．541785 0．508540 0．552144
22。期待されている 0．457705 0251321 0．272656
23。その場の状況を 0．617610 0．359541 0．510712
24。約束したことは 0．845605 0．230750 0．768294
25。骨のおれる 0．520606 0．129313 0．287752
26。自分のあやまち 0．774133 0．250486 0．662025















項目番号（内容） 第1因子 第H因子 共通性
1。人の名前を 0．184043 0．241026 0．091965
2。初対面の 0．278861 0．660164 0．513580
3。自制心が 0．587337 0．268092 0．416839
4。明朗快活 0．619371 0．601706 0．745671
5。任された仕事は 0．834370 0．314885 0．795326
6。新しいことを 0．695966 0．471252 0．706448
7。待たされても 0．346288 一〇．088474 0．127743
8。人が話して 0．662976 0．317133 0．540110
9。自分が正しい 0．469375 0．571480 0．546903
10。余暇を 0ユ82389 0．424！！5 0．213139
11。始業時間や 0．701524 0．160532 0．5！7907
12。ユーモアの 0．335921 0．537440 0．401684
13。最後まで 0．812210 0．335294 0．772107
14。失敗しても 0．507863 0．591743 0．608085
！5。自分のことを 0ユ18175 一〇．163552 0．040714
16。少しぐらいの 0．0！4477 0．3980！6 0．158626
17。言われなくても 0．099610 0．268！65 0．081835
18。秘密を 0．812470 0．316412 0．760224
19。冗談を 0．587128 0．540429 0．636782
20。他人の中に 0．112824 0．710514 0．517559
21。わからないこと 0．437578 0．592377 0．542385
22。期待されている 0．350463 0．360154 0．252535
23。その場の状況を 0．559827 0．533889 0．598443
24。約束したことは 0．866499 0295197 0．837962
25。骨のおれる 0．498071 0．163337 0．274754
26。自分のあやまち 0．662384 0．415373 0．611287










項目番号（内容） 第王因子 第II因子 共通性
11人の名前を 0．111957 0．198442 0．051914
2．初対面の 0．044280 0．683663 0．469356
3。自制心が 0．347629 0．123346 0ユ36060
4。明朗快活 0．146120 0．620215 0．406018
5。任された仕事は 0．677124 0．111141 0．470850
6。新しいことを 0．414658 0217728 0．2！9347
7。待たされても 0．327154 一〇．013644 0．107216
8。人が話して 0．420770 0．086577 0．184543
9．自分が正しい 0．289409 0．435166 0．273127
10。余暇を 0．187056 0．410410 0．203427
11。始業時間や 0．399236 0．061760 0ユ63204
12。ユーモアの 0．024664 0．507937 0．258608
13。最後まで 0．682816 0ユ30708 0．483323
14。失敗しても 0．510718 0．355541 0．387242
15。自分のことを 0282430 一〇．352330 0．203903
16。少しぐらいの 0．090079 0．403190 0．170677
17。言われなくても 0．424785 0．249822 0．242854
18。秘密を 0．338017 0．091756 0．122675
19。冗談を 0．132044 0．437750 0．209061
20。他人の中に 0．050908 0．685166 0．472044
21。わからないこと 0．293339 0．464607 0．301908
22。期待されている 0．287976 0．259295 0．150164
23。その場の状況を 0．247404 0．315114 0．160505
24。約束したことは 0．485348 0．076665 0．241441
25。骨のおれる 0．596598 0．137842 0．374930
26。自分のあやまち 0．375128 0ユ186！7 0．154791




項目番号（内容） 未経験群 経験群 統制群
第1 第II 第1 第II 第1 第II
1。人の名前を
2。初対面の ? ? ?
3。自制心が ? ?
4．明朗快活 ? ? ? ? ?
5。任された仕事は ? ? ?
6。新しいことを ? ? ? ?
7．待たされても
8。人が話して ? ? ?





13．最後まで ? ? ?





19。冗談を ? ? ? ? ?
20．他人の中に ? ? ?
2！。わからないこと ? ? ? ?
22。期待されている ?
23。その場の状況を ? ? ?
24。約束したことは ? ? ?
25。骨のおれる ? ? ?
26。自分のあやまち ? ?
27。人に頼らないで ? ?
てみることにしよう。第1因子に負荷量の高い項目はNo．13「最後まで仕事をやりとおします」，
No．　5「任された仕事はどんなことがあっても誠心誠意やります」以下，　No．25，　No．14，　No．24など全
部で8項目が含まれている。項目における因子負荷量の高さが未経験群や経験群と異なる一方，
第1因子に含まれる項目数が半減し，また上記2群にはない項目も混在する。『責任感と実行』
を表わす因子と考えられる。第II因子に負荷量の高い項目はNo．20「他人の中に入って行くのが苦
にならないです」，Nα2「初対面の人とでもすぐ知り合いになれます」以下，　No．4，　No．12，　No．21な
ど全部で9項目が含まれている。第II因子に含まれる項目も，未経験群や経験群との相違が見ら
　212
れる。『外向性と自信』を表わす因子と考えられる。
　これら因子分析の結果をまとめると，以下のようになる。
　未経験群　：第1因子『秘書業務の遂行』
　　　　　　　　第II因子『外向性と自己主張』
　経験則　　：　第1因子『秘書業務の遂行』
　　　　　　　　第II因子『外向性と自己主張』
　統制群　　1　第1因子『責任感と実行』
　　　　　　　　第II因子『外向性と自信』
　以上，秘書適性をアセスメントする27項日に対して，秘書教育未経験群・経験群・統制群の3
グループが回答した結果を，平均値および因子分析という方法を用いて解析したところ，概略次
のように理解することができるように思われる。
　（1）秘書教育末経験群である秘書専攻の1年生は，“秘書”に対する基本的な意識や態度は持ち
合わせているが，それらの意識や態度は全体的には低い水準にとどまっており，それはまた，秘
書専攻でない統制群と比較しても低い水準である。
　（2）秘書専攻の1年生が1年間の秘書専門教育を受けた後も，“秘書”に対する基本的な意識や
態度に大きな変化がなく，これは秘書に対する意識が教育の効果と深い関係にないことを意味す
るものである。
　（3）本学の専攻を決める時点で抱いていた“秘書”イメージは，秘書専攻学生とそれ以外の専攻
学生において明らかに大きな差異が存在している。おそらく，秘書専攻学生は華やかなイメージ
の中に置く自分の姿（例えば，パーソナリティの同一性など）を強く意識しているが，その華や
かさと実際の秘書適性との関係は弱く，現実のものとしてはかなり離れた位置関係にある。
　（4）学生自身の個人的なパーソナリティ構造は，専門的な秘書教育によって変容していく以上に
固定的で一貫するものといえる。
　（5）秘書専攻以外の学生は，秘書が持つ華やかさと自分自身のパーソナリティとを比べて，専門
的な学問体験：や秘書業務の修得には適性がないと感じていたが，基本的な部分においては潜在的
な知識や態度に適性が認められる。
　本研究は，“秘書”についての適性を知るための要件として，秘書専攻学生にパーソナリティ
の側面を調査した。調査時点と専攻に少なからず差が認められたが，今後は秘書イメージの調査
などを加えて，さらに研究を深めて行きたいと考えている。
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